
令和8年度

6

午前9時～

No. 公表 担当課・担当者

1 ○ 農林課・森

2 ○ 議会事務局・藤田

3 〇 農林課　松下

4 ○ 企画振興課　白石

5

6

7

8

9

10

月 日 担当課名等

配布 掲示 内容

〇 広報ちな

〇 令和８年度後期高齢者医療制度加入者へのお知らせ

〇 県議会だより

〇 県政かわら版

〇 使用済み農薬ポリ容器の回収について

〇 第34回知名町ふるさと夏まつり＆大山祭ポスター

〇 学校だより

企画振興課　甘利

農林課　松下

企画振興課　吉田

知名小学校

企画振興課　甘利

会長出席会議報告 ・ 連絡事項

内容

出会なし

配布物・掲示物

担当課・担当者

企画振興課　甘利

保健福祉課　成美

月定例区長会

6月10日(水)

提案事項

セグロウリミバエ寄生植物対応について

議員と語る会について

使用済み農薬ポリ容器の回収について

町制施行80周年記念事業について



令和８年５月26日 

経 営 技 術 課  

 

奄美地域におけるセグロウリミバエの確認について 

 

奄美地域に設置している調査用トラップにおいて、10市町村でセグロウリミバエの雄成虫
が誘殺されました。また、幼虫は、初めてとなる瀬戸内町及び伊仙町の２町を含め、５町で確
認され、これまで９市町村で確認されたことになります。 
特に、天城町、伊仙町及び知名町では、島外出荷用のカボチャで幼虫の寄生が確認されたこ

とを受け、初動防除を強化するとともに、集荷したカボチャについて、植物防疫官と関係者で
果実に幼虫の寄生がないことを確認し、出荷したところです。 
概要は下記のとおりです。 
なお、本件は、本日、記者発表します。 

 
記 

 
１ 誘殺確認等の状況                       （※□は新たに確認） 

 

２ 確認後の対応  
（１）今回の確認を受け、国のマニュアルに基づき別紙の初動対応を講ずる。 
（２）天城町、伊仙町及び知名町で、今回、集荷されたカボチャについては、植物防疫官と 

関係者が果実に幼虫の寄生がないことを確認し出荷した。 
３ その他  
 見慣れない病害虫や普段とは異なる農作物被害等を見つけた時は、最寄りの指導機関や、
植物防疫所、県病害虫防除所等にお知らせください。 

４ 添付資料  
セグロウリミバエの初動対応について、セグロウリミバエについて 

奄美市 9 4 33 有

大和村 2 1 24 無

宇検村 1 1 5 有

瀬戸内町 1 4 9 有

龍郷町 0 0 4 無

徳之島町 14 44 258 有

天城町 22 23 335 有 有

伊仙町 100 120 465 有 有

和泊町 8 12 168 有

知名町 13 20 387 有 有

与論町 19 23 191 有

11市町村 189 252 1,879
有

（９市町村）
有

（３町）

島外出荷用

幼虫が寄生する果
実の有無R8.4.21～

～5.18

合計
（初確認

～R8.5.18）

R8.3.31～
～4.20

市町村

誘殺数



知名町議会では、よりよいまちづくりを推進する

ためには、町民と議会の連携が必要であるとの観点

から、議員自らが地域に出向いて「議員と語る会」

を開催します。 

町民多数のご参加をいただき、皆様のご意見ご提

言をお聞かせください。 

町民の皆様の 

ご意見・ご提言を 
 お聞かせください。 

令和８年度   

 議員と語る会を開催します！ 

 申込は不用で、 
どなたでも、どの会場でも 

ご参加いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ○議会活動報告 

  ○意見交換 ご意見・ご提言などをお聞きしての意見交換 

日程 対象字 会場 

７月１日（水） 

19:30～21:00 

 

知名公民館 知 名・屋子母 

大津勘・徳 時・住 吉・正 名 正名公民館 

７月 2 日（木） 

19:30～21:00 

田皆 田皆公民館 

久志検・赤 嶺・竿 津・余 多 

上平川・下平川・屋 者・芦清良  

余多公民館 

７月３日（金） 

19:30～21:00 

下城・上城・新城 新城公民館 

黒貫・瀬利覚・小米 瀬利覚公民館 

 

【主催】知 名 町 議 会  ℡ ９３－３１１９ 
 
 

主な内容 

1





沖永良部農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会事務局 役場農林課 ８４－３１６４

６月24日（水） 知名・住吉小学校区

６月25日（木） 田皆・上城小学校区

６月26日（金） 下平川小学校区

◎農薬が残っているものは受け取りません。

使い切るか、残っている農薬は農薬中継タンクに廃棄してください。

◎非農耕地用等、農薬登録のない容器については一般ごみと同様にクリーンセンターで受け入れます。

◎堆肥の袋は対象ではありません。（光輪で受け入れています。）




